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キラル有機分子触媒による触媒的不斉合成反応は、有用なキラル分子を合成する最も効果的な手

法の一つとしてその研究開発が活発に行われてきた。中でも、キラルアミンおよびホスフィン触媒

を用いた反応開発は広く研究されており、多種多様な効率的不斉合成反応が達成されてきた。一方、

キラルスルフィド触媒による不斉合成反応の開発は、その潜在的有用性にも関わらず未だ報告例が

限られている。このような背景の中当研究室では、独自に開発した二官能性キラルスルフィド触媒

を用いた効率的不斉合成反応の開発に取り組んでいる。本研究では、二官能性キラルスルフィド触

媒の特徴を生かすことで、スチルベン型カルボン酸の位置および立体選択的ブロモラクトン化反応

の開発に成功したので報告する。 

最近我々は、キラルスルフィド触媒によるスチルベン型カルボン酸の 6-endo 環化を経由した、

位置および立体選択的ブロモラクトン化反応の開発に成功した 1)。この反応の基質展開において、

電子求引性置換基を有するスチルベン型カルボン酸を用いると位置選択性が逆転し、5-exo 環化生

成物を選択的に与えることを見出した。本反応は、様々な電子求引性置換基を導入したスチルベン

型カルボン酸に適用可能であり、5-exo ブロモラクトン化生成物を高選択的に与えた 2)。 
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